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中央循環コース再編案の選定について 

○中央循環コース 

現行 再編案：一筆書き(野洲駅南口止) 案１ 

  

 

再編案：一筆書き(野洲駅北口延伸) 案２ 再編案：三角路線 案３ 
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 名称 概要 利点 欠点 

案１ 一筆書き

(野洲駅

南口止) 

 

拠点中心

型 

・野洲駅～図書館～地域医

療センター～イオンを経

由するルートを設定 

・野洲駅は南口のみで接続 

・主要な公共施設、商業施設等を

カバー 

・北口延伸ケースと比較して運行

時分が短い 

・1運行が約 60分と長く、

便数が減少（計 7往復/日

程度） 

・比江方面は乗換を要する 

・北口発着路線は駅自由通

路での上下移動が必要 

案２ 一筆書き

(野洲駅

北口延

伸) 

 

野洲駅北

口活用・

公共施設

中心型 

・野洲駅～図書館～地域医

療センター～イオンを経

由するルートを設定 

・野洲駅は南口、北口両方

で接続 

・主要な公共施設、商業施設等を

カバー 

・北口発着路線とも平面乗換えが

可能 

・1運行が約 60分と長く、

便数が減少（計 7往復/日

程度） 

・比江方面は乗換を要する 

・南口止ケースと比較して

運行時分が長い 

案３ 三角路線 

 

公共施設

中心型 

・比江方面を経由する経路

を設定 

・1運行が約 40分と短く、増便

が可能（計 10循環/日程度） 

・比江方面から地域医療センター

への乗換無しでの移動が可能 

・野洲駅南口方面への経路

設定をしないためアルプ

ラザ、図書館等へは乗継

ぎが必要 

 

【事務局案】 

・案３ 三角路線 公共施設中心型 

 

【選定理由】 

・拠点の設定として、中心拠点を野洲駅周辺地域、地域拠点として北部合同庁舎周辺地域及び総合体育館周

辺地域を位置付け。 

・野洲市都市計画マスタープランでは将来都市像と都市づくりの目標の一つとして以下のように設定。 

✓拠点間の公共交通ネットワークの強化 

✓中心拠点や地域拠点までの公共交通ネットワークの整備 

・野洲市立地適正化計画では、少子高齢社会を踏まえた公共交通アクセスの強化として、拠点間及び居住地

を結ぶ公共交通網の充実及び拠点に行きやすい交通環境の整備により、コンパクト・プラス・ネットワー

クの都市構造の実現を目指す。 

・市民、利用者の重視度が高い「運行本数」が最も多い。（現行:７便、案１:７便、案２:７便、案３:10便） 

・令和７年８月５日（火）に実施した OD調査では鉄道駅「野洲駅南口」、商業施設「アル・プラザ前、乙窪

工業団地北口」、公共施設「総合体育館駐車場」での乗降が多かった。 
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全体路線図 

【現行路線図】 

 

 

  

現行 
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【再編案：一筆書き(野洲駅南口止) 案１】 
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【再編案：一筆書き(野洲駅北口延伸) 案２】 
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【再編案三角路線 案３】 
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停留所別利用状況（令和 7年 8月 5日（火）実施 OD調査結果） 

 

上位は鉄道駅「野洲駅南口」、商業施設「アル・プラザ前、乙窪工業団地北口」、公共施設「総合体育館駐車

場」が多かった。 

 

表 停留所別利用者数 
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表 停留所別利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


